
介
護
保
険
制
度
の
説
明
の
た
め
県
内
各
地
の
都
市
を

巡
回
し
た
。
少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る
介
護
問
題

は
社
会
全
体
で
考
え
、
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
最
重
要
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
各
市
長
や
現

場
担
当
者
へ
説
明
し
、
論
議
し
合
っ
た
。
そ
う
し
た

経
験
を
通
し
、
健
康
・
福
祉
の
よ
り
良
い
在
り
方
を

模
索
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
袋
井
市
の
前
市
長
が
病

没
。
急
き
ょ
行
わ
れ
た
市
長
選
に
、
原
田
市
長
は
生

ま
れ
故
郷
で
あ
る
袋
井
市
の
熱
心
な
有
志
か
ら
声
を

掛
け
ら
れ
て
出
馬
し
た
。
そ
う
し
て
、
合
併
後
の
新
・

袋
井
市
長
と
し
て
も
２
期
目
と
な
っ
た
平
成
22
年
の

「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
宣
言
」に
至
る
。

独
自
性
あ
ふ
れ
る
健
康
づ
く
り

　
「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
」
を
目
指
し
、
全
国
注
視

の
事
業
と
な
っ
て
い
る
「
袋
井
市
健
康
づ
く
り
計
画
」

の
実
際
を
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

　

平
成
18
年
に
ま
ず
「
す
ま
い
る
運
動
」
が
始
ま
る
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
を
自
主
的
に
実
施
し
て
も
ら

い
、
そ
の
記
録
を
ラ
ジ
オ
体
操
カ
ー
ド
の
よ
う
な
感

覚
で
付
け
る「
す
ま
い
る
カ
ー
ド
」を
家
庭
等
に
配
布

し
た
。
こ
の
試
み
に
は
市
民
約
２
０
０
０
人
が
参
加
。

原
田
市
長
も
率
先
し
て
参
加
し
、
基
本
的
に
１
日

７
０
０
０
歩
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
自
ら
に
課
し
た
。

そ
の
習
慣
は
今
も
続
い
て
い
る
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
は
健
康
づ
く
り
の
実
践
状
況
に

応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
マ

イ
レ
ー
ジ
制
度
）。
ポ
イ
ン
ト
は
公
営
の
駐
車
場
や

体
育
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
チ
ケ
ッ
ト
な
ど

に
交
換
で
き
る
仕
組
み
だ
。
１
人
当
た
り
平
均
数
百

円
程
度（
１
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
２
円
換
算
）だ
が
、
好

評
を
博
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
寄
付
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。
地
域
の
幼
稚
園
や
小
学
校
、

中
学
校
な
ど
に
ポ
イ
ン
ト
を
寄
付
す
れ
ば
、
ベ
ル

マ
ー
ク
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
学
用
品
や
学
校
備
品
な

ど
の
資
金
に
も
使
え
る
の
だ
。
中
に
は
地
域
の
人
々

が
声
を
掛
け
あ
っ
て
「
す
ま
い
る
運
動
」
に
参
加
し
、

ポ
イ
ン
ト
寄
付
を
活
用
し
て
、
地
元
の
小
学
校
に
す

べ
り
台
を
つ
く
っ
た
事
例
も
あ
る
。
こ
の
マ
イ
レ
ー

ジ
制
度
は
、
全
国
的
に
見
て
も
先
進
的
な
事
例
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

平
成
21
年
度
に
は
、
ポ
イ
ン
ト
交
換
メ
ニ
ュ
ー
に

市
民
文
化
と
し
て
根
付
く
健
康
意
識

　

平
成
22
年
５
月
16
日
、
静
岡
県
袋
井
市
は
合
併（
平

成
17
年
４
月
１
日
、
旧
袋
井
市
と
旧
浅
羽
町
）
５
周

年
を
記
念
し
、
市
民
一
人
一
人
の
健
康
と
世
界
の
恒

久
平
和
を
願
う「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
宣
言
」並
び

に「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」を
行
っ
た
。

　

都
市
宣
言
に
は
、
具
体
的
な
指
標
は
立
て
な
く
と

も
、
都
市
と
し
て
実
現
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
大
義
的
な
趣
旨
の
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、
袋
井

市
の「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
宣
言
」は
そ
れ
と
は
異

な
る
。
関
連
の
計
画
な
ど
を
策
定
し
、
実
現
に
向
け

た
具
体
的
な
数
値
目
標
を
立
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
積
極
的
な
取
り
組
み
が
実
際
に
な
さ
れ
て
い
る

の
だ
。
そ
の
持
続
的
な
取
り
組
み
は
、
創
意
工
夫
に

富
ん
で
お
り
、
全
国
か
ら
の
視
察
も
多
い
。

　

そ
も
そ
も
健
康
意
識
を
市
民
文
化
と
し
て
定
着
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
す
袋
井
市
の
取
り
組
み
は
、
平
成

５
年
度
に「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
宣
言
」を
し
た
時

点
か
ら
続
い
て
い
る
。

　

平
成
13
年
１
月
に
現
在
の
原
田
英
之
市
長
が
旧
袋

井
市
長
に
就
任
し
た
後
も
、「
日
本
一
医
療
費
が
少

な
い
ま
ち
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
や
体
操
を
中
心
と
す
る
健
康
づ
く
り
を
積
極

的
に
市
民
に
勧
め
る
な
ど
、
健
康
文
化
都
市
づ
く
り

を
多
角
的
に
継
承
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
合
併
を
契
機
に
、
そ
の
取
り
組
み
は
よ

り
独
自
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
多
角
的
か
つ
ち
密

な
も
の
へ
と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。
平
成
22
年

の
宣
言
は
、
そ
の
取
り
組
み
が
新
た
な
段
階
（
飛
躍

期
）
に
到
達
し
た
こ
と
を
内
外
に
示
す
も
の
と
い
え

そ
う
だ
。

　

例
え
ば
新
・
袋
井
市
発
足
後
、
最
初
に
策
定
さ
れ

た
総
合
計
画（
平
成
18
〜
27
年
度
）の
ま
ち
の
将
来
像

に
は「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
」が
掲
げ
ら
れ
、
同
時

に
策
定
さ
れ
た
「
袋
井
市
健
康
づ
く
り
計
画
」
は
「
日

本
一
健
康
文
化
都
市
」
づ
く
り
に
向
け
た
市
民
の
健

康
の
た
め
の
実
施
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
後
に
詳
細

を
述
べ
る
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
!! 

す
ま
い
る
運
動
」

（
以
下
、
す
ま
い
る
運
動
）
な
ど

の
創
意
あ
ふ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
も
、
こ
れ

を
契
機
に
次
々
と
始
ま
っ
た
。

　
「
何
で
も
宣
言
す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん（
笑
）。
し
か
し
宣
言
に
は
、
私
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
や
職
員
に
も
そ
の
こ
と
を
絶
え
ず
意
識
さ
せ
、

大
事
な
こ
と
な
の
だ
か
ら
続
け
て
い
く
べ
き
だ
と
み

ん
な
が
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
原
田
市
長
の
健
康
・
福
祉
に
対
す
る
強

い
思
い
は
、
実
は
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
芽
生
え
た

も
の
で
は
な
い
。
前
職
で
あ
る
静
岡
県
職
員
時
代
、

県
の
健
康
福
祉
部
長
と
し
て
、
発
足
を
目
前
に
し
た

（静岡県）

医
療
・
健
康
・
文
化
・
環
境

総
合
力
で
目
指
す
健
康
文
化
都
市

市 政 ル ポ 袋
ふ く ろ い

井市

原
はら

田
だ

英
ひで

之
ゆき

袋井市長

市内の健康増進施設で行われている健康教室
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袋井市　市 政 ル ポ

（静岡県）

民
間
の
サ
ー
ビ
ス
券
を
加
え
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
、

毎
日
実
施
す
る
運
動
を
携
帯
電
話
を
使
っ
て
登
録
し

た
り
、
実
施
状
況
や
ポ
イ
ン
ト
の
記
録
情
報
な
ど
を

管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
登
録
者
に

は
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
メ
ー
ル
が
届
き
、
実
施
状

況
の
登
録
を
促
し
て
く
れ
る
。

　

こ
う
し
た
進
化
の
結
果
、
２
０
０
０
人
で
ス
タ
ー

ト
し
た
参
加
人
員
は
現
在
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

９
０
０
０
人
か
ら
１
万
人
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
人
口
８
万
７
０
０
０
人
の
う
ち
の
１
万
人
だ
か

ら
、
参
加
比
率
は
単
純
計
算
で
11
％
強
と
な
る
。

　
「
例
え
ば
自
分
の
出
身
学
校
な
ど
に
寄
付
す
れ
ば

名
前
が
残
り
ま
す
。
そ
れ
は
市
民
に
と
っ
て
誇
り
で

す
し
、
在
校
生
に
も
先
輩
の
誰
そ
れ
さ
ん
が
寄
付
し

て
く
れ
た
と
い
う
感
謝
の
念
が
芽
生
え
ま
す
。
そ
う

し
た
や
り
取
り
は
地
域
へ
の
新
た
な
愛
着
心
の
醸
成

に
も
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」（
原
田
市
長
）

　

同
事
業
の
主
体
で
あ
る
袋
井
市
に
と
っ
て
、
寄
付

制
度
の
最
大
の
利
点
は「
ま
っ
た
く
無
駄
が
な
い
」（
原

田
市
長
）
と
い
う
こ
と
だ
。
寄
付
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト

は
、
地
域
の
幼
稚
園
や
学
校
な
ど
に
還
元
さ
れ
、
同

時
に
「
す
ま
い
る
運
動
」
に
熱
中
す
る
市
民
が
増
え
れ

ば
増
え
る
ほ
ど
、
市
民
の
健
康
は
増
進
さ
れ
る
の
で
、

医
療
費
削
減
に
も
一
定
の
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

　
「
今
の
課
題
は
参
加
す
る
市
民
の
ほ
と
ん
ど
が
子

ど
も
た
ち
で
、
健
康
に
最
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
働
き
盛
り
の
人
た
ち
の
参
加
比
率
が
全
体
の
２

割
以
下
と
、
ど
う
し
て
も
低
く
な
り
が
ち
な
こ
と
で

す
」（
原
田
市
長
）

　

こ
の
偏
り
を
な
く
す
方
策
の
手
始
め
と
し
て
、
原

田
市
長
は
次
年
度
か
ら
市
内
に
立
地
す
る
企
業
を
訪

ね
、
企
業
で
の
健
康
づ
く
り
事
業
と
し
て
の
活
用
を

促
す
方
針
だ
と
い
う
。

　

袋
井
市
は
か
つ
て
か
ら
交
通
の
要
衝
で
、
各
種
製

造
業
大
手
の
工
場
な
ど
が
多
く
立
地
し
て
い
る
。
平

均
年
齢
約
43
歳
と
若
い
市
民
が
多
い
袋
井
市
に
と
っ

て
、
そ
れ
ら
の
企
業
は
重
要
な
雇
用
の
場
で
も
あ
る
。

同
時
に
他
都
市
の
住
人
で
も
市
内
在
勤
で
あ
れ
ば
、

す
ま
い
る
運
動
に
参
加
で
き
る
ル
ー
ル
だ
。
従
業
員

の
健
康
問
題
は
も
ち
ろ
ん
企
業
に
と
っ
て
も
重
大
事

で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
ま
い
る
運
動
の
趣

旨
に
賛
同
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
企
業
に
積
極
的
に

働
き
掛
け
た
い
と
原
田
市
長
は
意
気
込
む
。

　

と
こ
ろ
で「
す
ま
い
る
運
動
」の「
す
ま
い
る
」は
、

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
を
指
す
。
Ｓ
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

運
動
（sports

）、
Ｍ
は
食
事
（m

eal

）、
Ｉ
は
内
臓
脂

肪（internal fat

）、
Ｌ
は
生
活（life

）、
Ｅ
は
楽
し
む

（enjoy

）
の
頭
文
字
。
つ
ま
り
適
度
な
運
動
と
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛
け
、
内
臓
脂
肪
の
低
減
を

図
っ
て
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て 

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
を
普
及

　

平
成
23
年
度
か
ら
袋
井
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る

「
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
普
及
事
業
」も
、
今
後
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
促
進
の

一
つ
と
し
て
、
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。
き
っ
か
け
は

平
成
17
年
度
に
袋
井
市
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ

く
り
推
進
事
業
に
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
を
申
請
し
て
採

択
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

　

袋
井
市
の
近
辺
に
立
地
す
る
ス
ズ
キ
自
動
車
は
、

浜
松
市
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
全
国
規
模
の
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
競
技
大
会
「
ス
ズ
キ
カ
ッ
プ
」
の
冠
ス
ポ
ン

サ
ー
で
あ
り
、
袋
井
市
周
辺
で
は
以
前
か
ら
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
17
年
度

か
ら
26
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
高
校
生
以
下
の
全
国

大
会「
J
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
」が
袋
井
市

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

並
行
し
て
全
国
大
会
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
を
市
内
か

ら
輩
出
し
よ
う
と
ジ
ュ
ニ
ア
を
中
心
と
し
た
強
化
事

業
を
行
い
、
平
成
22
年
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
大
会
に
よ
う
や
く
１
チ
ー
ム
、
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
「
そ
う
し
た
動
き
や
勢
い
は
当
然
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
に
も
生
か
し
た
い
。
で
も
競
技
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
は
有
酸
素
運
動
と
は
い
え
、
か
な
り
激
し
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
経
験
の
な
い
高
齢
者
な
ど

が
い
き
な
り
や
れ
ば
き
つ
い
。
も
っ
と
み

ん
な
が
手
軽
に
で
き
る
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
は

な
い
か
？　

そ
う
考
え
て
考
案
し
た
の
が
、

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
な
の
で
す
」（
原
田

市
長
）

　

浜
松
大
学
健
康
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
部
教

授
・
田
中
誠
一
氏
の
協
力
の
下
に
袋
井
市

で
生
ま
れ
た
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
は
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
全
身
の

ス
ト
レ
ッ
チ
を
無
理
な
く
行
う
も
の
。
現

在
、
市
内
各
地
に
市
民
主
体
の
チ
ー
ム
が

誕
生
し
、
社
員
の
健
康
増
進
の
た
め
に
取

り
入
れ
る
市
内
立
地
企
業
も
増
え
て
い
る

と
い
う
。

　
「
ゆ
っ
た
り
し
た
テ
ン
ポ
の
動
き
で
体
幹

が
鍛
え
ら
れ
る
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
は
、

す
ま
い
る
運
動
と
の
相
性
も
抜
群
。
私
自

身
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
腹
筋
、
背
筋
な
ど

の
す
ま
い
る
運
動
に
登
録
し
た
運
動
習
慣

を
毎
日
続
け
て
い
ま
す
が
、
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

は
そ
の
合
間
に
も
簡
単
に
で
き
る
手
ご
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
今
後
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
折
に

触
れ
導
入
し
、
普
及
を
図
る
つ
も
り
で
す
」（
原
田
市

長
）。新

病
院
計
画
を
核
と
す
る 

万
全
な
医
療
体
制
の
構
築

　

袋
井
市
健
康
づ
く
り
計
画
は
平
成
23
年
度
か
ら
後

期
計
画
の
段
階
に
入
り
、
よ
り
ち
密
に
、
重
層
的
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
見

れ
ば
分
か
る
。

【
基
本
目
標
Ⅰ
】糖
尿
病
罹り
か
ん患

者
の
減
少

•
具
体
的
な
目
標　

特
定
健
診
に
お
け
る
糖
尿
病
が

強
く
疑
わ
れ
る
人
の
割
合
を
平
成
21
年
度
の
11
・

４
％
か
ら
、
平
成
27
年
度
に
は
９
・
１
％
に
減
少

【
基
本
目
標
Ⅱ
】脳
血
管
疾
患
罹
患
者
の
減
少

•
具
体
的
な
目
標　

人
口
10
万
人
当
た
り
の
介
護
保

険
２
号
被
保
険
者
の
認
定
要
因「
脳
血
管
疾
患
」の

割
合
を
、
平
成
22
年
度
の
１
７
７
・
８
人
を
平
成

27
年
度
に
は
１
６
８
・
９
人
に
減
少

【
基
本
目
標
Ⅲ
】が
ん（
悪
性
新
生
物
）死
亡
者
の
減
少

•
人
口
10
万
人
（
20
歳
〜
64
歳
）
当
た
り
の
が
ん
死
亡

者
数
を
、
平
成
20
年
度
の
76
・
１
人
か
ら
平
成
27
年

度
に
は
68
・
５
人
に
減
少

　

す
ま
い
る
運
動
や
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
な
ど
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
、

禁
煙
の
推
進
、
口こ
う
こ
う腔
の
健
康
推
進
、
心
の
健
康
づ
く

り
の
推
進
な
ど
に
よ
る
日
常
的
な
健
康
増
進
を
図

り
、
糖
尿
病
や
脳
血
管
疾
患
、
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）

市民の平均年齢が若い袋井市では子育て支援施設も充実

地域の公会堂や集会場を活用した健康教室も盛ん（公会堂健康教室）

袋井市で考案されたスローエアロビックの実演
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な
ど
、
現
代
人
の
不
適
切
な
生
活
習
慣
が
影
響
を
与

え
や
す
い
病
気
に
あ
え
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
そ

の
改
善
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
達
成
し
よ
う
と
す
る
強
い

意
欲
が
う
か
が
え
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
病
気
は
日
常
的

な
健
康
増
進
活
動
だ
け
で
防
い
だ
り
、
改
善
さ
せ
た

り
は
で
き
な
い
。
万
全
の
医
療
体
制
と
保
健
体
制
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
備
さ
れ
た
環
境
が
重
要
だ
。

　

新
病
院
「
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」（
平
成

25
年
５
月
開
院
予
定
）
の
建
設
を
核
に
、
袋
井
市

で
は
今
、
そ
の
た
め
の
準
備
が
着
々
と
行
わ
れ
て

い
る
。
新
病
院
は
袋
井
市
民
病
院
と
掛
川
市
立
総

合
病
院
を
統
合
し
、
ま
っ
た
く
新
た
に
建
設
さ
れ

る
も
の
だ
。
こ
の
建
設
に
関
し
て
は
平
成
18
年
か

ら
両
市
の
協
議
が
始
ま
り
、
紆う

よ余
曲
折
を
経
て
平

成
21
年
度
に
建
設
が
開
始
さ
れ
た
。
両
市
民
待
望

の
急
性
期
医
療
中
心
の
総
合
病
院
で
あ
る
。

　
「
袋
井
市
民
病
院
は
４
０
０
床
、
掛
川
市
立
総
合

病
院
は
４
５
０
床
あ
り
ま
し
た
が
、
両
病
院
が
統
合

し
て
で
き
る
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
５
０
０

床
。
内
科
、
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
整
形
外
科
、
小

児
科
、
産
婦
人
科
な
ど
32
科
を
有
す
る
総
合
病
院
で

す
」（
原
田
市
長
）

周
辺
市
町
と 

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
を
構
築

　

両
病
院
合
わ
せ
て
８
５
０
床
あ
っ
た
規
模
が
統
合

さ
れ
て
５
０
０
床
に
減
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
袋
井
市
に
隣
接
し
、
同
じ
中
東
遠
広
域
圏

に
位
置
す
る
磐
田
市
の
磐
田
市
立
総
合
病
院（
５
０
０

床
）や
、
森
町
、
菊
川
市
、
御
前
崎
市
な
ど
の
病
院
と

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
を
構
築
し
、
専
門
性
を
す
み

分
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
。

　

中
で
も
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
脳
・
心

臓
血
管
内
治
療
セ
ン
タ
ー
、
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
、

睡
眠
医
療
セ
ン
タ
ー
、
脊せ
き
つ
い椎
・
脊
髄
セ
ン
タ
ー
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
、
人
間
ド
ッ
ク
・
健
診
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
特
化
し
た
機
能
を
持
つ
こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。

　
「
特
に
成
人
病
の
中
で
も
一
刻
を
争
う
急
性
の
脳

血
管
疾
患（
く
も
膜
下
出
血
な
ど
）に
つ
い
て
は
、
こ

こ
に
来
れ
ば
大
丈
夫
と
広
域
圏
の
皆
さ
ん
に
い
わ
れ

る
よ
う
な
、
信
頼
性
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
や
は
り
緊
急
性
の
あ
る
ハ

イ
リ
ス
ク
出
産
に
関
し
て
は
、
磐
田
市
立
総
合
病
院

が
24
時
間
受
け
入
れ
Ｏ
Ｋ
の
態
勢
を
整
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
森
町
、
菊
川
市
、
御
前
崎
市
な
ど
の
病

院
を
加
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
れ
ば
、
計
47

〜
48
万
人
に
上
る
広
域
圏
の
住
民
の
皆
さ
ん
も
、
当

面
の
医
療
に
関
し
て
は
だ
い
ぶ
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
原
田
市
長
）

　

ま
た
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
後

の
袋
井
市
民
病
院
に
関
し
て
は
、
今
後
、
総
合
健
康

セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
付
与
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　

具
体
的
に
果
た
す
役
割
は
、
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

（
総
合
的
な
医
療
相
談
）、
健
康
指
導
セ
ン
タ
ー
（
健

康
教
育
、
健
康
指
導
）、
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

（
一
次
救
急
医
療
の
セ
ン
タ
ー
化
）、
外
来
・
健
診
セ

ン
タ
ー
（
総
合
内
科
的
外
来
、
健
診
機
能
）、
在
宅
療

養
支
援
セ
ン
タ
ー
（
訪
問
介
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
の
拠
点
）、
１
５
０
床
程
度
の
一
般
病
床
・
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
病
床
・
療
養
病
床
（
中
東
遠
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
後
方
支
援
的
役
割
、
回
復
期
の
専
門
的

リ
ハ
ビ
リ
、
医
療
・
療
養
病
床
の
開
設
な
ど
）
な
ど

で
あ
る
。

　

旧
来
の
市
民
病
院
に
こ
う
し
た
機
能
を
付
与
し
、

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
な
け
れ
ば
対
処
で
き

な
い
患
者
だ
け
が
そ
ち
ら
に
向
か
う
と
い
う
体
制
が

で
き
れ
ば
、
統
合
に
よ
る
病
床
数
の
減
少
も
問
題
に

な
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

実
は
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
掛
川
市
域

に
建
設
さ
れ
る
。
当
初
は
そ
の
こ
と
が
議
会
や
市
民

に
も
問
題
視
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か

し
、
産
科
・
小
児
科
な
ど
の
消
滅
問
題
な
ど
、
袋
井

市
の
医
療
環
境
の
悪
化
に
少
し
で
も
早
く
対
処
す
る

た
め
に
、
ま
た
両
市
の
市
民
が
お
し
な
べ
て
通
院
に

便
利
な
場
所
に
新
病
院
を
建
設
す
る
た
め
に
、
市
域

の
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を

選
び
た
い
と
い
う
原
田
市
長
の
方
針
が
、
最
終
的
に

は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

地
域
の
宝「
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

　

袋
井
市
に
は
旧
東
海
道
周
辺
の
史
跡
や
江
戸
時
代

に
創
建
さ
れ
た
名め
い
さ
つ刹

の
数
々
、
起
伏
の
あ
る
地
形
な

ど
を
巡
る
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
の
香
り
高
い
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
数
多
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

健
康
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

推
進
は
平
成
14
年
度
か
ら
始
ま
り
、
週
末
と
も
な
る

と
市
内
外
か
ら
多
く
の
愛
好
者
が
袋
井
市
を
訪
れ

る
。
日
常
的
に
も
す
ま
い
る
運
動
の
一
環
と
し
て
、

身
近
な
コ
ー
ス
を
歩
く
市
民
は
少
な
く
な
い
。
筆
者

も
そ
の
代
表
的
な
コ
ー
ス
の
一
つ
を
実
際
に
歩
い
て

み
た
。

　

海
岸
線
か
ら
中
山
間
地
域
に
至
る
ま
で
、
袋
井
市

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
実
に
変
化
に
富
ん
で
い

る
が
、
歩
い
て
み
て
改
め
て
実
感
す
る
の
は
、
田
園

地
帯
の
美
し
さ
だ
。
中
で
も
袋
井
市
の
田
園
風
景
を

特
徴
付
け
て
い
る
の
は
茶
畑
で
あ
る
。

　

静
岡
県
は
お
茶
の
名
産
地
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

る
が
、
袋
井
市
の
お
茶
も
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

随
所
に
点
在
す
る
史
跡
の
周
囲
な
ど
も
含
め
、
茶
畑

は
至
る
所
に
あ
る
。
原
田
市
長
は
こ
う
し
た
独
特
の

情
趣
を
持
つ「
農
」の
風
景
を
、
袋
井
市
民
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
源
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
て

き
た「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
」の
実
現
に
も
不
可
欠

な
要
素
と
と
ら
え
て
い
る
。

　
「
農
の
あ
る
風
景
は
袋
井
の
生
命
線
だ
と
私
は
考

え
ま
す
。
工
業
製
品
に
比
べ
て
生
産
額
は
少
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
茶
は
も
ち
ろ
ん
、
温
暖
な
気

候
の
産
物
で
あ
る
特
産
の
メ
ロ
ン
、
お
米
な
ど
、
袋

井
市
は
県
下
有
数
の
農
業
生
産
地
で
も
あ
る
。
近
世

以
前
の
袋
井
の
歴
史
・
文
化
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、

農
業
生
産
地
と
し
て
の
豊
か
さ
が
生
ん
で
き
た
も
の

で
、
そ
の
記
憶
を
宿
し
た
農
の
風
景
は
、
非
常
に
貴

重
な
地
域
財
産
で
も
あ
り
ま
す
」（
原
田
市
長
）

　

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
袋
井
市
で
は「
農
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
」を
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
。
市
民
農

園
の
拡
充
、
小
学
校
で
の
関
連
授
業
、
給
茶
機
の
学

校
へ
の
設
置
、
竹
や
菜
の
花
な
ど
を
活
用
し
た
環
境

に
優
し
い
各
種
製
品
づ
く
り
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用

し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産
と
芋
焼
酎
の
生
産
な
ど
の

各
種
取
り
組
み
を
、
市
民
協
働
で
推
進
し
て
い
る
。

　
「
医
療
費
が
減
少
し
、
市
民
の
病
気
罹
患
率
が
減

少
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ

を
可
能
に
す
る
環
境
は
、
医
療
機
関
や
制
度
の
拡
充

だ
け
で
は
創
出
で
き
ま
せ
ん
。
ご
先
祖
さ
ま
が
培
っ

て
く
だ
さ
っ
た
、
美
し
く
も
懐
か
し
い
農
の
風
景
の

中
で
体
を
楽
し
く
動
か
す
と
い
う
日
常
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
可
能
に
も
な
る
し
、
価
値
も
高
い
の
だ
と
思

い
ま
す
」（
原
田
市
長
）

　

袋
井
市
の「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
づ
く
り
」へ
向

け
た
持
続
的
か
つ
多
角
的
な
試
み
│
│
。
地
域
の
総

合
力
が
存
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
高
い

効
果
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

今年で24回目を迎える「袋井クラウンメロンマラソン大会」
（毎年10月下旬）

毎週土曜日に開催される「朝っぱら市」には地場産品がいっぱい

市内に100カ所設定されているウオーキングコース
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